
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金手祭ばやし 

 

金
手
祭
ば
や
し
は
、
上
大
井
祭
囃
子
同
様
、
明
治
初
期
に
小
田
原
囃

子
か
ら
伝
承
さ
れ
た
葛
西
囃
子
で
す
。
こ
の
祭
ば
や
し
は
、
金
手
地
域

の
氏
神

う
じ
が
み

で
あ
る
三
嶋
神
社
の
祭
典
（
７
月
中
旬
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
２

基
の
山
車
が
巡
行
し
、
祭
ば
や
し
は
山
車
の
上
に
乗
っ
て
演
奏
さ
れ
ま

す
。 演

奏
す
る
曲
目
は
囃
子

は

や

し

（
キ
ザ
ミ
入
り
）
と
、「
四
方
デ
ン
」、「
神
田

丸
」、「
鎌
倉
」、「
四
丁
目
」
の
段
物
が
あ
り
ま
す
。 

昭
和
５７
年
に
金
手
祭
ば
や
し
保
存
会
が
発
足
し
、
平
成
３
年
に
、
町

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

金手祭ばやし 町指定重要文化財 

平成３年７月１８日指定 

 


